
月 10 日
１ 施策の概要

施策名
（節の名称）

№
人権の尊重42

平成２６年度　施策評価シート

作成日 平成 26 年 12

部章節№ 第4部 第3章 第2節 評価担当部 民生部
関連部局 教育委員会

総合計画書掲載頁 156 頁 記載責任者

施策の目的
（基本方針）

基本的人権が尊重される明るい社会を実現するため、人権意識の高揚をはかり、すべての人が
互いに尊重し合うことができるまちづくりを進めます。

２ 施策を取り巻く環境

施策の現状
人権問題は、性別、年齢、国籍など多岐にわたっていますが、世間では基本的な人権が阻害さ
れる状況も発生しております。町では、人権啓発の集いの開催や各種キャンペーンを通じて、
人権尊重の意識向上を進めています。

平本明敏

総合計画
体　系

まちづくりの目標【部】 豊かな人間性を育む文化のまちづくり

施策の分類【章】 人権の尊重と平等のまちづくり

法令・制度
の変更

なし。

施策の課題
人権の尊重はすべての人が、当然に受け入れ理解しなければなりません。ＤＶ被害に関して女
性の相談や支援体制の推進が望まれる。

３ 施策の成果指標 (基本方針を達成するため本施策に求められる成果を定量的に表記します。)

住民満足度

指標（単位）
総合計画
策定時

中間値
（26年度）

目標値
28年度 達成度

『人権の尊重』について「満足」と感じ
る住民の割合

21.1 ％ 23.7 ％ 31.0 ％ B

主　な
目標指標

指標（単位） 増減
総合計画
策定時 23年度 24年度

人権啓発講演会の参加者数（人） 増 64 100 123

25年度
目標値
28年度 達成度

－

101 100 A

－

主　な
活動指標

指標（単位） 増減
総合計画
策定時 23年度 24年度 25年度

目標値
28年度 達成度

４ 施策の活動指標 (「3 施策の成果指標」の目的を達成するため本施策において町が行う活動内容等を定量的に表記します。)

人権啓発講演会の周知回数 増 1 1 1 1 1 A

－

－



№ 名称 № 名称

５ 総合計画の進捗状況調査に基づく基本施策の評価
基本施策

評価結果
基本施策

評価結果

2 相談活動の充実 A

1 人権教育の推進 A

A

総合評価結果に対する分析（施策全体について、進捗状況、有効性・効率性の観点を踏まえて分析してください。）

６ 総合評価

成果指標評価 B 活動指標評価 A 進捗状況調査結果

７ 今後の方向性

方向性 ■ 現状維持 □ 一部見直し

・人権相談や人権啓発のつどいも定着してきていて、相談者やつどい参加者も一定数
は確保できている。
・町内に大きな人権問題の発生もなく、県、法務局、人権擁護委員との連携もできて
おり、町民の理解が進んでいる。

総合評価

A 良好と認められる施策です。
（自動判定）

改善案
などの
内　容

・人権相談については、相談事案が無くて、件数が少ないのならよいが、相談を行っているこ
とを知らないことにより、件数が少ないなら、一層の周知に努める必要がある。
・平成26年度の人権啓発のつどいでは、参加者数も多く、好評だったので、今後も事業効果
を挙げられるよう講師を選定したい。

８ 庁内行政評価委員会コメント ※主管部等では記入しないでください。

評価・
方向性

所管部の方向性のとおり

□ 大幅な見直し □ 新たな取組みや事業を追加 □ その他



９ 総合計画の進捗状況調査における取組の方向性の評価（事務事業の評価）

基本
施策№

取組の方向性 評価
年度

評価
結果№ 名称 主管課

1 (2) 差別や偏見のない社会の実現に向けた人権教育の推進 指導室 26年度 B

1 (1) 広報紙や講演会などによる人権啓発活動の充実 住民課 26年度 A

同和問題に関する啓発活動の充実 住民課 26年度 A

2 (1) 人権擁護委員や関係機関と連携した相談活動の充実 住民課 26年度 A

1 (3)


